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１．研究計画の概要 
 
ワン・ツー・ワン・マーケティングや CRM
の実務では、顧客生涯価値(CLV)が重要な概
念となっており、その推定のためにマーケテ

ィング・サイエンスの分野では様々な学術研

究が行われている。本研究では、

“Non-contractual (非契約型)” CRMにおい
て購買行動データから顧客生涯価値(CLV)を
個人別に推定するための消費者行動モデル

を構築する。具体的には、ほとんどの企業が

収集する顧客 RFM購買データ(Recency, 
Frequency, and Monetary-value)から、離脱、
購買頻度、購入金額という３つの相互依存し

た行動プロセスを個人別にモデル化し、将来

の購買行動を予測することによってその顧

客の生涯価値を導く。さらに、この３つの顧

客行動プロセスを、それぞれ顧客特性と関連

付けることによって、新規顧客獲得に対する

有用な知見を導くことを目的とする。モデル

の検証は、既存のベンチマークである

Pareto/NBDに基づいたモデル(Fader, 
Hardie, and Lee 2005, Schmittlein, 
Morrison,and Colombo 1987)との比較を試
みる。 
 
 
２．研究の進捗状況 
 
 実務における顧客生涯価値の有用性、使

用例をインタビューも含めて探索 

 顧客生涯価値をモデル化した既存学術

研究のレビュー 

 階層ベイズの枠組みに基づいて購買額

のモデル化 

 生涯価値を離脱、頻度、金額の３つの顧

客行動プロセスによる影響に分解した

モデルの構築 

 実データへの適用 

 

 
３．現在までの達成度 
 
やや遅れている。 
 
米国出張中に現地学者との共同研究の機会
を得た。その際、現行計画では当初期待する
成果が上がらないことが判明した。その結果、
計画していた実データでの検証、モデル誤差
の評価、国際会議発表報告、モデルの改善・
拡張の各プロセスが数ヶ月遅れることとな
った。特に国際会議発表報告については、十
分な事前検証をしない場合は参加すること
自体が有益でなくなるため、翌年度に行うこ
ととした。 
 
 
４．今後の研究の推進方策 
 
 モデル誤差の評価 

 マーケティング・インプリケーションの

検討 

 更なるモデルの精緻化 
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